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※地下埋設物の調査は概略であるため、施工に

　あたっては請負者に於いて更に詳細にこれら

　を調査確認すること。
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管　路　番　号

縦 断 図 縦 S=1:100
横 S=1:500

平 面 図 S=1:500 横断面図 S=1:100

M 
6-
4-
s1
-1

0
.0
0

1
.
3
4

22
.
3
9
3

1.
0
2

2
3
.
6
2

M 
6-
4(
2)
-1

2
4
.5
0

1
.
4
2

22
.
3
0
7

2
3
.
6
2

24.50

3.5‰

 VU200

-s1

M 
6-
4-
s2
-1

0
.0
0

1
.
3
2

22
.
3
8
2

1.
0
0

2
3
.
5
9

M
 6
-
5
-
1

3
2
.0
0

1
.
5
7

22
.
2
7
0

1.
2
5

2
3
.
7
3

32.00

3.5‰

 VU200

-s2

M 
6-
5-
s1
-1

0
.0
0

1
.
9
3

21
.
8
7
0

1.
6
1

2
3
.
6
9

M
 6
-
6
-
1

3
0
.0
0

21
.
7
6
5

1.
1
5

2
3
.
1
2

30.00

3.5‰

 VU200

-s1

M 
6-
6-
s1
-1

0
.0
0

1
.
3
5

21
.
5
2
2

1.
0
3

2
2
.
7
6

1
3
.0
0

13.00

-s1

M 
6-
6-
s2
-1

2
.
1
1

20
.
3
6
1

1.
7
9

2
2
.
3
6

M
 6
-
7
-
1

3
0
.0
0

1
.
5
2

20
.
3
0
1

1.
2
0

2
1
.
7
1

17.00

3.5‰

 VU200

-s2

H=1/500

V
=
1
/1
0
0

15.00

20.00

25.00

DL=10.00m

(1) 3.5‰
VPφ200

19.247m
(2) 3.5‰

VPφ200

19.227m
(2) 3.5‰

VPφ200

19.045m

-s1 -s2 -s1 -s1 -s2

測　　点

追加距離

掘 削 深

管 底 高

土 被 り

地 盤 高

区間距離

勾　　配

管　　径

管 番 号

M 6-5
-1

組立2号
マンホール

h=4
.79

M 6-6
-1

組立2号
マンホール

h=4
.39

6-4 6-4 6-5 6-6 6-6

6-4 6-4 6-5 6-6 6-6

6-4 6-4
6-4

51
福
永一

政

52
重松

浩
子

53
美山

清
次

54
 瀬

戸
口
新
一

55
 赤

松
誠一

郎

60
赤
松
医
院

61
小
郡
警
察
署
干潟

駐
在
所

71
菊
池篤

72
古賀

利
夫

74
田
中正

一

75
田
中
友
治

管底
高
＝
22
.6
11

管
底
高
＝
22
.59

7

管
底
高
＝
22.

61
2

管
底高

＝
22
.5

82

管
底高

＝
22.

88
0

管底
高
＝
21
.9
20

管
底高

＝
22.

401

管
底
高＝

21
.7
31

管底
高
＝
21.

52
0

管底
高
＝
21.

27
3

管
底
高
＝20

.9
23

2
3.
8

2
4
.0

2
3
.
9

水道 DCIPφ150

DP=1.20m

□300×450
□300×480

□300×300

□300×300

□300×300

□300×300

□300×500
23.13

23.90

22.02

23.72

23.50

23.59

23.61

23.62

23.89

23.03

(22.52) (22.42)

23.63
(23.04)

(23.05)

23.64
(23.25)

(23.20)

23.59(23.21) (23.15)

23.44(23.06) (23.01)

23.35
(22.96)

(22.91)

23.51
(22.91)

(22.91)

(23.08)

(23.00)

R4KBM.2
H=23.107m

R4KBM.3
H=23.547m

福～久(2)1-20

NTT 2条2段3孔

DP=1.20m

NTT 2条2段3孔

DP=1.20m

NTT 1条1段1孔

DP=1.10m

23.56

22.92

22.53

23.19

23.73

23.90

24.04

23.65

23.98
24.19

24.25

24.55

24.09

24.44

24.47

23.81

24.01

23.90

23.64

23.71

24.04

24.17

23.90

タナカ

古賀

菊池

赤松医院

井上

田中

古賀

松田

永利

小郡警察署
干潟駐在所

福
永

福永

T

T

T

TT

T

浄

浄

浄

浄

内山

納屋

納屋
小屋

車庫

B

B

B

B

B

K

K

K

K

ワカスギ

車庫

瀬戸口

倉庫

美山

倉庫

倉庫

倉庫

車庫

T

T

T

T

T

T

T

T

倉庫

倉庫

浄

浄

浄

浄

浄

浄

浄

浄

浄
T

T

T

T

T B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

T

納屋

納屋

倉庫

福永

赤松

浄

浄

浄

T

T

T

B

K

K

T

K

倉庫

小屋

車庫

TB K

52

51

53

54

55

60

61

71

72

75

74

36 36－

37 37－

38 38－

DL=23.00

DL=22.00

区
画
線

区
画
線

DL=21.00

As

As

As

水道DCIPφ150

DP=1.20

NTT・2条2段3孔

DP=1.20

NTT・1条1段1孔
DP=1.20

NTT・2条2段3孔

DP=1.20

NTT・1条1段1孔
DP=1.20

水道DCIPφ150

DP=1.20

水道DCIPφ150

DP=1.20

NTT・2条2段3孔

DP=1.20

NTT・1条1段1孔

DP=1.20

VUφ200

DP=1.11

VUφ200

DP=1.15

VUφ200

DP=1.20

6-5a 3.5‰
VUφ200

21.096m

6-5 3.5‰
VPφ200

18.945m

6-6a 3.5‰
VUφ200

21.231m

6-5 3.5‰
VPφ200

18.754m

6-6
3.5‰
VPφ200

18.734m

6-6b 3.5‰
VUφ200

20.381m

6-6
3.5‰
VPφ200

18.583m

6-7
3.5‰
VUφ200

18.533m

小口径マンホール
h=1

.23

組立1号
マンホール

h=4
.39

副管
φ150

H=3
.08

副管
φ150

H=3
.33小口径マンホール

h=1
.21

小口径マンホール
h=1

.82

副管
φ150

H=3
.03 小口径マンホール

h=1
.24

副管
φ150

組立1号
マンホール

h=2
.00

M 6-7
-1

組立1号
マンホール

h=3
.18

副管
φ150

H=1
.77

工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

小郡市　干潟　地内

図　示

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

i=3.5‰ i=3.5‰ i=3.5‰ i=3.5‰

M6
-
6
-
1

M6
-
7
-
1

M 6-6
-s2

-1

M
6
-
6-
s
2
-
1

M 6-6
-s1

-1

M
6
-
6-
s
1
-
1

M 6-5
-s1

-1

M
6
-
5-
s
1
-
1

M6
-
5
-
1

M 6-4
-s2

-1
M
6
-
4-
s
2
-
1

M 6-4
(2)

-1

M
6
-
4(
2
)
-
1

M 6-4
-s1

-1

M
6
-
4-
s
1
-
1

24.50m 17.00m13.00m30.00m32.00m

砂基礎 t=100mm

硬質塩化ビニル管φ200

素掘り

県道As舗装(車道部)

砂基礎 t=100mm

硬質塩化ビニル管φ200

素掘り

県道As舗装(車道部)

砂基礎 t=100mm

硬質塩化ビニル管φ200

県道As舗装(車道部)

砂基礎 t=100mm

硬質塩化ビニル管φ200

アルミ矢板 H=2.50m 1段

i=30.0‰

30.0‰

1.
0
2

21
.
1
3
2

1
.
3
4

H=0
.77

1
.
4
7

1.
1
0

3,700

1,700 2,000

3,950

1,900 2,050

3,900

1,400 2,500

補助補助補助補助

2 22

平面図・縦断面図・横断面図(２)

素掘りアルミ矢板 H=2.00m 1段

縮小図（原図A1）



※地下埋設物の調査は概略であるため、施工に
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圧入掘削完了断面図 底盤コンクリート打設完了断面図
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

小郡市　干潟　地内

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

S=1:50

薬液注入工図（３）

17 22

縮小図（原図A1）

S=1:50薬液注入工図 (3)
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

小口径マンホール構造図

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

S=1:20

小口径マンホール構造図

平 面 図

断 面 図

直 線

ST

起 点

KT

曲 り

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

18 22

縮小図（原図A1）

内蓋

鋳鉄製(防護)蓋

本管VUφ200

再生粒度調整砕石

内蓋小郡市型鋳鉄製(防護)蓋

(T-14)市道

(T-25)県道

台座リング　

再生粒度調整砕石

(RM25)

VUφ300

本管VUφ200

インバート桝

KT

ST

15°L 右

15°L 左

30°L 右

30°L 左

(RM25)
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工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

1号組立マンホール構造図

小郡市　干潟　地内

1号組立マンホール構造図

平 面 図
S=1:20

可とう継手部

A-A断面図
S=1:20

S=1:10

B-B断面図
S=1:20

副管設置工標準図
S=1:20

工事年度

図　示

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

19 22

縮小図（原図A1）

VUφ200

1.5m超～3.0m以下

3.0m超～4.5m以下

1.5m以下

1.5m以下

支持の
間隔

支持金具の数副 管 高

1
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3

90°曲管

支持金具

プレーンエンド直管

φ150

内副管用継手

スリムタイプ

接着受口カラー

VUφ200

VUφ200

蓋及び受枠、小郡市型

(県道T-25、市道T-14)

無収縮モルタル

調整リング

600×100(150)

可とう継手

VUφ200

インバートコンクリート

18-8-40 W/C 60%以下

底版

基礎砕石

(RC40)

VUφ200

可とう継手

斜壁 600×900×600(450)

                  (300)
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             (1500)

躯体 900×900(1800)

(管取付壁)   (1500)
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             (900)
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             (1200)
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インバートコンクリート

18-8-40 W/C 60%以下
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本体ゴム
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

土工標準図・舗装復旧図

塩ビ管φ200

土工標準図

矢板施工
市道車道部 B(幹線を除く)・歩道・砂利道(掘削深 H1≦2.1m) 市道車道部 B(幹線を除く)・歩道・砂利道(掘削深 H1＞2.1m)

県道車道部(市道車道部A)(掘削深 H1≦2.4m) 県道車道部(市道車道部A)(掘削深 H1＞2.4m)

矢板施工 素掘り

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

アスファルト道 アスファルト道

(市道部) (旧県道部)

注)路盤工一層当たり仕上げ厚は、15cmまでとする。

舗装復旧図

改良土

掘削幅
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仮復旧 本復旧

再生クラッシャーラン
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再生粒調砕石 再生粒調砕石

RM-25

RC-40

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

13mm

再生密粒度アスコン
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不陸整正

補足材 t=2cm
再生粒調砕石(RM-25)
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掘削幅

仮復旧 本復旧
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RM-25

再生粒調砕石 再生粒調砕石

RM-25

RC-40

再生クラッシャーラン

再生密粒度アスコン

13mm
20mm

再生粗粒度アスコン

13mm 切削オーバーレイ

再生密粒度アスコン

20 22

縮小図（原図A1）

掘削

舗装厚 舗装厚

※タンパ転圧

  1層仕上げ厚は、

  20cmまでとする。

※タンパ転圧

1層仕上げ厚は、

20cmまでとする。

機械掘削

改良土

(機械)

再生砂

改良土
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流用土

再生砂
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1:0.1
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再生砂
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※タンパ転圧

  1層仕上げ厚は、

  20cmまでとする。
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S = 1:20

土留工標準図

アルミ矢板平面図

S=1:20

アルミ矢板断面図

種別掘削深H

2.80 ＜ H ≦ 3.30

2.30 ＜ H ≦ 2.80

1.80 ＜ H ≦ 2.30

1.50 ＜ H ≦ 1.80

掘削断面について

2.00m

2.50m

3.00m

3.50m

矢板長

3.30 ＜ H ≦ 3.80 4.00m

アルミ矢板

アルミ矢板

アルミ矢板

アルミ矢板

アルミ矢板

3

2

        H ≦ 2.00

2.00 ＜ H ≦ 3.50

3.50 ＜ H        

1

掘削深H 支保工段数

アルミ矢板

土留工標準図

小郡市　干潟　地内

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

21 22

縮小図（原図A1）

アルミ矢板

アルミ製腹起し水圧式パイプサポート

アルミ製腹起し

水圧式パイプサポート

アルミ矢板

アルミ製腹起し

水圧式パイプサポート

アルミ矢板

アルミ製腹起し

水圧式パイプサポート

アルミ矢板
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S=1:20

取付管布設標準図

タイプ-A-1 タイプ-B

S=1:20

取付管土工図

タイプ-1

タイプ-2

（硬質塩化ビニル管）

(矢板建込みの場合)

タイプ-A-2

勾配i=15‰以上

官
民
境
界

機械掘削
改良土

舗 装

埋戻掘削

1:
0.
11 : 0. 1

官
民
境
界

勾配i=15‰以上

埋戻掘削

勾配i=15‰以上

官
民
境
界

(タンパ転圧)

1層仕上げ厚は、

20cmまでとする。

(タンパ転圧)

1層仕上げ厚は、

20cmまでとする。

塩ビキャップφ150

(接着剤塗布)

舗 装

本管VUφ200塩ビ管用45°自在支管

VUφ150

塩ビキャップφ150

(接着剤塗布)

VUφ150

可とう継手

改良土

再生砂基礎

再生砂

VUφ150

機械掘削

再生砂基礎

再生砂

VUφ150

塩ビキャップφ150

(接着剤塗布)

本管VUφ200塩ビ管用90°支管

ゴム輪受口自在曲管

(15,30,45,60,75)

VUφ150

接着受口カラー

工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

取付管土工図・取付管布設標準図

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

令和６年度

干潟地内汚水枝線４工区築造工事

22 22

縮小図（原図A1）
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